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令和３年第１回定例会

美 郷 町 議 会 会 議 録（第１号）

令和３年３月４日

美 郷 町 議 会
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令和３年１回美郷町議会定例会会議録（第１日）

令和３年３月４日（木曜日）

◎開会日時 令和 ３年 ３月 ４日 午前１０時００分 開会

◎散会日時 令和 ３年 ３月 ４日 午前１２時３８分 散会

◎出席議員（１０名）

1 番 山本 文男君 2 番 中嶋奈良雄君

3 番 川村 義幸君 4 番 川村 嘉彦君

5 番 黒田 仁志君 7 番 甲斐 秀徳君

8 番 森田 久寛君 9 番 園田 義彦君

10 番 山田恭一郎君 11 番 那須 富重君

◎欠席議員 な し

◎欠 員 ６番 富井 裕瑞君

◎会議録署名議員 １番 山本 文男君 ２番 中嶋奈良雄君

◎事務局職員氏名 事務局長 小田 広美君 書記 坂本梨津子君

◎説明のための出席者職氏名

町長 田中 秀俊君 副町長 藤本 茂君

教育長 大坪 隆昭君 会計管理者 三桝 治君

総務課長 下田 光君 税務課長 甲斐 武彦君

企画情報課長 田常 浩二君 町民生活課長 日高 隆一君

健康福祉課長 後藤 充君 建設課長 林田 貴美生君

農林振興課長 木原 浩一君 政策推進室長 沖田 修一君

教育課長 石田 隆二君 地域包括医療局事務長 尾田 靖君

南郷地域課長 川野 一郎君 北郷地域課長 泉田 浩文君

◎会議の経過 別紙のとおり
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令 和 ３ 年 第 １ 回 美 郷 町 議 会 定 例 会

議事日程（第１）

令 和 ３ 年 ３ 月 ４ 日

午 前 １ ０ 時 開 議

日程第１ 会議録署名議員の指名

１番 山本 文男 議員

２番 中嶋 奈良雄 議員

日程第２ 会期の決定

３月４日 ～ ３月１８日 １５日間

日程第３ 諸般の報告

⑴議 長

⑵入郷地区衛生組合議会議員

⑶日向東臼杵広域連合議会議員

⑷宮崎県北部広域行政事務組合議会議員

日程第４ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について

提案理由説明、質疑、討論、採決

日程第５ 報告第２号 損害賠償の額の決定についての専決処

分（専決第 3 号）の報告について

日程第６ 報告第３号 専決処分の報告について

報 告

日程第７ 議案第５号 公の施設の指定管理者の指定について

（南郷温泉施設）

日程第８ 議案第６号 公の施設の指定管理者の指定について

（美郷町南郷山草森林交流施設）

日程第９ 議案第７号 公の施設の指定管理者の指定について

（石峠レイクランド交流施設）

日程第 10 議案第８号 公の施設の指定管理者の指定について

（中小屋天文台等施設）

日程第 11 議案第９号 公の施設の指定管理者の指定について

（中小屋キャンプ場等施設）
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日程第 12 議案第 10 号 公の施設の指定管理者の指定につい

て（西郷デイサービスセンタ－）

日程第 13 議案第 11 号 公の施設の指定管理者の指定について

（西郷生きいきトレーニングセンター）

日程第 14 議案第 12 号 公の施設の指定管理者の指定について

（南郷高齢者生活福祉センター）

提案理由説明

日程第 15 議案第 13 号 小黒木辺地総合整備計画の変更につい

て

提案理由説明

日程第 16 議案第 14 号 新しいまち建設計画の変更について

提案理由説明

日程第 17 議案第 15 号 町道路線の廃止について

日程第 18 議案第 16 号 町道路線の認定について

提案理由説明

日程第 19 議案第 17 号 美郷町高齢者及び障がい者住宅改造助

成金の交付に関する条例

提案理由説明

日程第 20 議案第 18 号 美郷町地域福祉基金の一部を改正する

条例

提案理由説明

日程第 21 議案第 19 号 美郷町介護保険条例の一部を改正する

条例

提案理由説明

日程第 22 議案第 20 号 美郷町公の施設条例の一部を改正する

条例

提案理由説明

日程第 23 議案第 21 号 美郷町使用料徴収条例の一部を改正す

る条例
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提案理由説明

日程第 24 議案第 22 号 美郷町町道の構造の技術的基準を定め

る条例の一部を改正する条例

提案理由説明

日程第 25 議案第 23 号 美郷町営賃貸住宅条例の一部を改正す

る条例

提案理由説明

日程第 26 議案第 24 号 美郷町道路占用料条例の一部を改正す

る条例

提案理由説明

日程第 27 議案第 25 号 美郷町立学校給食共同調理場の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する

条例

提案理由説明

日程第 28 議案第 26 号 美郷町消防団に関する条例の一部を改

正する条例

提案理由説明

日程第 29 議案第 27 号 美郷町防災会議条例の一部を改正する

条例

提案理由説明

日程第 30 議案第 28 号 美郷町防災行政用無線施設条例の一部

を改正する条例

提案理由説明

日程第 31 議案第 29 号 令和 2 年度美郷町一般会計補正予算

（第 13 号）

提案理由説明

日程第 32 議案第 30 号 令和 2 年度美郷町国民健康保険事業特

別会計補正予(第 4 号）

日程第 33 議案第 31 号 令和 2 年度美郷町介護保険事業特別会
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計補正予算（第 6 号）

日程第 34 議案第 32 号 令和 2 年度美郷町後期高齢者医療事業

特別会計補正予算（第 3 号）

日程第 35 議案第 33 号 令和 2 年度美郷町簡易水道事業特別会

計補正予算（第 4 号）

日程第 36 議案第 34 号 令和 2 年度美郷町農業集落排水事業特

別会計補正予算（第 3 号）

日程第 37 議案第 35 号 令和 2 年度美郷町国民健康保険診療所

事業特別会計補正予算（第 6 号）

日程第 38 議案第 36 号 令和 2 年度美郷町国民健康保険病院事

業会計補正予算（第 7 号）

提案理由説明

日程第 39 議案第 37 号 令和 3 年度美郷町一般会計予算

日程第 40 議案第 38 号 令和 3 年度美郷町国民健康保険事業特

別会計予算

日程第 41 議案第 39 号 令和 3 年度美郷町介護保険事業特別会

計予算

日程第 42 議案第 40 号 令和 3 年度美郷町後期高齢者医療事業

特別会計予算

日程第 43 議案第 41 号 令和 3 年度美郷町簡易水道事業特別会

計予算

日程第 44 議案第 42 号 令和 3 年度美郷町農業集落排水事業特

別会計予算

日程第 45 議案第 43 号 令和 3 年度美郷町国民健康保険診療所

事業特別会計予算

日程第 46 議案第 44 号 令和 3 年度美郷町国民健康保険病院事

業会計予算

施政方針の説明
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会 議 録

令 和 ３ 年 ３ 月 ４ 日

午 前 １ ０ 時 開 議

【事務局長 小田 広美】

「一同起立・礼」・・・おはようございます・・・御着席ください。

【議長 那須 富重】

改めまして、おはようございます。

菜種梅雨と言いますには少し早いようですけれども、最近の雨が、今週は雨が続

くようでございます。

芭蕉の句に「春なれや名もなき山の薄霞」というのがあります。もう春なのかな

あという春の訪れを読んだものがあります。明日は啓蟄で、いよいよ春の到来とい

うところですけれども、草木が新しい芽を吹き始め、芽花が一斉に躍動し始める季

節を迎えおります。

昨年２月から、突然の新型コロナウイルス発生、拡大に気を配りながら今日まで

参りましたけれども、振り返ってみますと医療専門家の予測どおりに流行が推移し

てきたと考えられます。

本町でも、昨年暮に感染が確認され、町内が騒然となりました。その対応と鎮静

化に執行部一丸となって対策を講じてきたところであります。

国内では、新型コロナウイルスによる第３波の混乱はようやく落ちつきが見え始

めておりますけれども、昨日、東京都の感染減少スピードが鈍化してきているとい

うことで１都３県の緊急事態宣言を２週間程度、延長の方向で検討するという案が

示されております。第４波に対する警戒感を占める形になっております。

感染拡大防止には、新型コロナワクチンの早期接種が欠かせませんけれども、先

月中旬から医療従事者への接種が始まっております。高齢者への接種も当初、４月

１２日から実施されるとしておりましたけれども、４月末あたりにずれ込むとの情

報もあり、今なお流動的状態であります。

国としましても、ワクチンの早期接種の実現はもとより、同時に社会経済活動の

活性化そして東京オリンピックの実現を含め、まだまだ乗り越えていかなければな

らない多くの課題が課せられております。

このような中、本日より第１回目の定例会が行われますが、今定例会は、新年度

予算の審議という大きい案件がございます。

令和３年度の主な美郷町当初予算としましては、交通弱者支援事業、子育て支援

事業、高齢者福祉支援費、商工業振興支援事業、生活環境の整備改修、人口減少に

歯止めをかけるための地域づくり事業、農業生産組織担い手の強化、新規就農者確

保育成支援事業補助、林業生産組織担い手の育成強化補助等、令和３年度も多くの

積極的な施策が上げられております。

議員各位におかれましては、長丁場となりますけれども、コロナ感染対策をはじ

め十分な体調管理をしていただき、活発な激論を期待したいと思います。よろしく

お願いいたします。

以上であいさつを終わります。
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【議長 那須 富重】

それでは、ただいまの出席議員は１０名であります。

【議長 那須 富重】

ただいまから、令和３年第１回美郷町議会定例会を開会します。

本日からの開会でありますけれども、マスクの着用は個人の健康も留意する必要

がありますので、息苦しいとかいうときには個人の判断にお任せしますので、原則

マスク着用といたします。

【議長 那須 富重】

これから、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程表のとおりであります。

なお、本日の会議には報道機関が取材のため傍聴しますので、あらかじめお知ら

せします。

また、カメラの持ち込み、写真撮影も許可しましたので申し添えます。

【議長 那須 富重】

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、１番 山本 文男

議員、２番 中嶋 奈良雄議員を指名いたします。

【議長 那須 富重】

日程第２ 会期の決定を議題とします。

この件につきましては、議会運営委員会において検討がなされておりますので、

委員長より報告をお願いします。

【議会運営委員長 黒田 仁志】

議長。

【議長 那須 富重】

議会運営委員長 黒田 仁志議員。

【議会運営委員長 黒田 仁志】

おはようございます。議会運営委員長の報告を行います。

令和３年第１回美郷町議会定例会について、議長より試問を受けました会期及び

日程につきまして、議会運営委員会は以下のように議長に答申いたしましたので御

報告いたします。

会期につきましては、本日から３月１８日までの１５日間とし、会期日程はお手

元に配付してあるとおりとしたところでございます。

以上で、議会運営委員長の報告を終わります。

【議長 那須 富重】

委員長の報告が終わりました。

お諮りします。
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本定例会の会期は、委員長の報告のとおり、本日から３月１８日までの１５日間

としたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 那須 富重】

異議なしと認めます。

したがいまして、会期は本日から３月１８日までの１５日間に決定いたしました。

会期中の会議予定につきましては、お手元に配付の会期及び審議の予定表のとお

りであります。

【議長 那須 富重】

日程第３ 諸般の報告を行います。

この件につきましては、今回はございません。

地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、例月出納検査の結果報告書が、

お手元に配付したとおり提出されています。

朗読は省略します。

議長の報告は、お手元に配付の諸般の報告をもって報告とします。

【議長 那須 富重】

次に、入郷地区衛生組合議会議員、日向東臼杵広域連合議会議員、宮崎県北部広

域行政事務組合議会議員から、それぞれ報告の申出があります。

まず、入郷地区衛生組合議会の報告を黒田 仁志議員より報告をお願いいたしま

す。

では、一緒でお願いします。

【５番 黒田 仁志】

議長。

【議長 那須 富重】

５番 黒田 仁志議員。

【５番 黒田 仁志】

続けて２件、御報告させていただきます。

まず、入郷地区衛生組合議会定例会の報告をさせていただきます。

この会議は、新型コロナウイルス感染拡大防止のために書面に決議を行ったとこ

ろでございます。

１．会 期 令和３年２月１２日（金）１日間

２．場 所 入郷地区衛生組合

３．出 席 者 黒田 仁志議員、川村 嘉彦議員

４．議 案 審 議

議案第１号 令和２年度入郷地区衛生組合一般会計補正予算（第２号）

予算の組み替え等

し尿処理費の需用費の不用額の更正

書面による原案可決
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議案第２号 令和３年度入郷地区衛生組合一般会計予算

歳入予算額 １億１７万１，０００円

歳出予算額 １億１７万１，０００円

書面による原案可決

資料と予算の主なものについては、別紙のとおり

続きまして、日向東臼杵広域連合議会定例会報告を行います。

１．会 期 令和３年２月１２日（金）１日間

２．場 所 日向市議会議事堂

３．出 席 者 黒田 仁志議員、那須 富重議長

４．議 案 審 議（広域連合長提出議案）

議案第１号 第５次日向東臼杵広域連合広域計画の策定について

（令和３年度から令和７年度）

原案可決

議案第２号 令和２年度日向東臼杵広域連合補正予算（第１号）

概 要 次期最終処分場に係る基本構想策定及び用地選定業務委託

料の債務負担行為の補正

期 間 令和３年度から令和４年度にかけて調査選定

限度額２，６４８万３，０００円

原案可決

議案第３号 令和３年度日向東臼杵広域連合予算

歳入予算額 ６億２，８００万円

歳出予算額 ６億２，８００万円

原案可決

詳細につきましては、資料を添付しておりますので御参照ください。

以上で、２件の報告を終わります。

【議長 那須 富重】

黒田 仁志議員には、入郷地区衛生組合議会の報告と日向東臼杵広域連合議会の

報告を合わせて行ってもらいました。

次に、宮崎県北部広域行政事務組合議会の報告を森田 久寛議員より報告をお願

いいたします。

【宮崎県北部広域行政事務組合議会議員 森田 久寛】

議長。

【議長 那須 富重】

宮崎県北部広域行政事務組合議会議員 森田 久寛議員。

【宮崎県北部広域行政事務組合議会議員 森田 久寛】

それでは、報告いたします。

宮崎県北部広域行政事務組合議会議会定例会報告書

１．会 期 令和３年２月１５日（月）１日間

２．場 所 延岡市役所 議会大会議室

３．出席者 森田 久寛議員、中嶋 奈良雄議員

４．議案審議 （管理者提出議案）
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議案第５号 令２年度宮崎県北部広域行政事務組合

一般会計補正予算

要旨 別紙概要のとおり

（原案可決）

議案第６号 令和２年度宮崎県北部広域行政事務組合

宮崎県北部ふるさと市町村圏事業特別会計補正予算

要旨 別紙概要のとおり

（原案可決）

議案第７号 令和３年度宮崎県北部広域行政事務組合一般会計予算

要旨 別紙概要のとおり

（原案可決）

議案第８号 令和３年度宮崎県北部広域行政事務組合

宮崎県北部ふるさと市町村圏事業特別会計予算

要旨 別紙のとおり

（原案可決）

以上で報告を終わります。

【議長 那須 富重】

以上で、諸般の報告を終わります。

【議長 那須 富重】

日程第４ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とします。

【議長 那須 富重】

町長より、提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

皆さん、おはようございます。

本日から１８日まで１５日間でありますが、令和３年第１回の美郷町議会定例会

の開会ということであります。よろしくお願いいたします。

今日ですけど、日本穀物検定協会の食味ランキングで今日１７時に公表されると

いうことであります。もし、西北山間地域、去年もでしたけど、これに特Ａという

ことになれば、２年連続ということになります。非常にまた「美郷町産米」と言っ

ていいかどうか分かりませんが、そういう気持ちでおりますので、特Ａになればな

あというふうに思っておるところであります。

今回の議会からこのタブレットを貸し与えられてもらいましたので、これでやっ

てみようかなと思っております。あっちゃこっちゃして変になるかもしれませんが、

御了承お願いしたいというふうに思っております。

議員たちのタブレットよりかこれ、小さくて何か見にくいなあということで、こ
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うして見ると光って何か分かりませんので。そういうことでありますが、このタブ

レットを使って提案理由を申し述べたいと思いますので、よろしくお願いをいたし

ます。

それでは、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についての提案理由を申し上

げます。

御承知のとおり、人権擁護委員は国民の基本的人権が侵害されることのないよう

に監視し、もし、これが侵犯された場合には、その救済のため速やかに適切な処置

を採るとともに、常に自由人権思想の普及高揚に努めることをもって、その使命と

することとされております。

現在、本町では４名が人権擁護委員として法務大臣より委嘱されておりますが、

このうち１名が令和３年６月末をもちまして任期満了となります。

今回、現委員の南郷在住の米上頼秀氏の６月末の退任に伴い、その後任として南

郷在住、若田徳子氏を推薦したく提案するものであります。

若田氏は、昭和５３年４月から旧南郷村職員として勤務されて以来、公正忠実に

職務を遂行され、平成３０年３月に美郷町役場を退職されました。

若田氏は、人格識見高く強い責任感をお持ちであり、最適任者として考えますの

で、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものでありま

す。

なお、委員の任期は３年となっております。

以上で、終わります。

【議長 那須 富重】

提案理由の説明が終わりました。

これから、質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。

（ 「質疑なし」との声あり ）

【議長 那須 富重】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 那須 富重】

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（ 「討論なし」との声あり ）

【議長 那須 富重】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 那須 富重】

この件については、議員全員協議会にて確認をしております。

【議長 那須 富重】
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お諮りします。

諮問第１号については、お手元に配付しました意見のとおり答申したいと思いま

す。

これに御異議ございませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 那須 富重】

異議なしと認めます。

したがいまして、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてはお手元に配

付した意見のとおり答申することに決定しました。

【議長 那須 富重】

日程第５ 報告第２号 損害賠償の額の決定についての専決処分（専決第３号）

の報告について

日程第６ 報告第３号 専決処分の報告について

【議長 那須 富重】

以上２件について、町長から報告があります。

これを許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、報告第２号 損害賠償の額の決定についての専決処分（専決第３号）

の報告についての提案理由を申し上げます。

損害賠償の額の決定について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０

条第１項の規定により、専決処分をした後、議会の委任による町長専決事項につい

て、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第２項の規定により、議会

に報告するものであります。

以上で説明を終わります。

続きまして、報告第３号 専決処分の報告についての提案理由を申し上げます。

この契約は、令和２年６月１０日に旭進興業株式会社と契約締結しました令和２

年度ケーブルネットワーク光化による耐災害性強化事業美郷町北郷地区ＦＴＴＨ化

第２期工事の変更契約であります。

主な変更理由としましては、ケーブルテレビ旧ＨＦＣ方式で利用していたＰＳ電

源柱を、実施設計の中では鋼管柱で数量計算をしていたところ、実際はコンクリー

ト柱であり、その撤去費と産業廃棄物処理費用が増となったことから、工事請負代

金３２９万２，３００円を増額するものであります。

以上、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分を行いましたので、同

条第２項の規定により報告いたします。
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以上であります。

【議長 那須 富重】

以上で、報告第２号と報告第３号の報告を終わります。

【議長 那須 富重】

日程第 ７ 議案第 ５号 公の施設の指定管理者の指定について

（南郷温泉施設）

日程第 ８ 議案第 ６号 公の施設の指定管理者の指定について

（美郷町南郷山草森林交流施設）

日程第 ９ 議案第 ７号 公の施設の指定管理者の指定について

（石峠レイクランド交流施設）

日程第１０ 議案第 ８号 公の施設の指定管理者の指定について

（中小屋天文台等施設）

日程第１１ 議案第 ９号 公の施設の指定管理者の指定について

（中小屋キャンプ場等施設）

日程第１２ 議案第１０号 公の施設の指定管理者の指定について

（西郷デイサービスセンター）

日程第１３ 議案第１１号 公の施設の指定管理者の指定について

（西郷生きいきトレーニングセンター）

日程第１４ 議案第１２号 公の施設の指定管理者の指定について

（南郷高齢者生活福祉センター）

【議長 那須 富重】

お諮りします。

議案第５号から議案第１２号までの８件を一括議題にしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 那須 富重】

異議なしと認めます。

したがいまして、８件を一括議題とすることに決定しました。

８件につきまして、順次、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第５号 公の施設の指定管理者の指定についての提案理由を申し

上げます。

地域の資源である温泉を活用し、町民はもとより都市住民に対し健康増進と憩い
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の場を提供するとともに、福祉の増進に寄与することを目的として設置しています

南郷温泉施設については指定管理者による管理運営を行っております。

その指定管理期間が本年３月３１日に満了を迎えることから、南郷温泉施設の管

理及び運営について、引き続き、株式会社南郷温泉を指定管理者として指定したい

ので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めるものであ

ります。

なお、指定期間は、原則として令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの

３年間としますが、今後の指定管理者の動向や民間等の新たな指定先の検討も含め

て単年度ごとに指定先の見直しを図ってまいります。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第６号 公の施設の指定管理者の指定についての提案理由を申

し上げます。

森林の要する多面的な機能を活用した森林空間とのふれあいの場を町民や都市住

民に広く提供して、福祉の増進に寄与することを目的として設置しています美郷町

南郷山草森林交流施設については指定管理者による管理運営を行っております。

その指定管理期間が、本年３月３１日に満了を迎えることから、美郷町南郷山草

森林交流施設の管理及び運営について、引き続き、株式会社南郷温泉を指定管理者

として指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議

決を求めるものであります。

なお、指定期間は、原則として令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの

３年間としますが、今後の指定管理者の動向や民間等の新たな指定先の検討も含め

て単年度ごとに指定先の見直しを図ってまいります。

以上であります。

続きまして、議案第７号 公の施設の指定管理者の指定についての提案理由を申

し上げます。

町民の健康及び福祉の増進及び都市住民との交流を通じて町の振興を図ること、

並びに地域内の交流人口の拡大と地域の活性化に資することを目的として設置して

おります石峠レイクランド交流施設については、指定管理者による管理運営を行っ

ております。

その指定管理期間、本年３月３１日に満了を迎えることから、石峠レイクランド

交流施設（センターハウス、温泉交流施設、コテージ、公園、広場等、遊具、石峠

文化交流館、プール及び管理棟、石峠滞在宿泊施設及びその他交流施設設置の目的

を達成するために必要な施設）の管理及び運営について、引き続き、株式会社レイ

クランド西郷を指定管理者として指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６

項の規定により議会の議決を求めるものであります。

なお、指定期間は原則として令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３

年間としますが、今後の指定管理者の動向や民間等の新たな指定先の検討も含めて、

単年度ごとに指定先の見直しを図ってまいります。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第８号 公の施設の指定管理者の指定についての提案理由を申

し上げます。

天体観測及び自然観察等を通しての教育振興及び観光振興を図ることを目的とし

て設置しております中小屋天文台等施設については、指定管理者による管理運営を

行っております。

その指定管理期間が本年３月３１日に満了を迎えることから、中小屋天文台等施
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設の管理及び運営について、引き続き、一般社団法人美郷町観光協会を指定管理者

として指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決

を求めるものであります。

なお、指定期間は原則として令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３

年間としますが、今後の指定管理者の動向や民間等の新たな指定先の検討も含めて

単年度ごとに指定先の見直しを図ってまいります。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第９号 公の施設の指定管理者の指定についての提案理由を申

し上げます。

豊かな自然環境を生かした観光と学習の場として入込者の増加を図り、地域振興

に資することを目的として設置しております中小屋キャンプ場等施設については、

指定管理者による管理運営を行っております。

その指定管理期間が本年３月３１日に満了を迎えることから、中小屋キャンプ場

等施設の管理及び運営について、引き続き、一般社団法人美郷町観光協会を指定管

理者として指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の

議決を求めるものであります。

なお、指定期間は原則として令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３

年間としますが、今後の指定管理者の動向や民間等の新たな指定先の検討も含めて

単年度ごとに指定先の見直しを図ってまいります。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第１０号 公の施設の指定管理者の指定についての提案理由を

申し上げます。

町では施設の設置目的を効果的に達成するために指定管理者制度を導入し管理を

行っておりますが、このたび美郷町西郷デイサービスセンターの指定管理者の管理

期間が令和３年３月３１日をもって終了することから、公募を行ったところ、社会

福祉法人 美郷町社会福祉協議会より申請がございました。

その後、指定管理者選定委員会による審査を経て、社会福祉法人 美郷町社会福

祉協議会を指定管理候補者として選定いたしましたので、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定より議会の議決を求めるものであります。

なお、指定期間は令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３か年間であ

ります。

以上であります。

続きまして、議案第１１号 公の施設の指定管理者の指定についての提案理由を

申し上げます。

町では施設の設置目的を効果的に達成するために指定管理者制度を導入し管理を

行っておりますが、このたび西郷生きいきトレーニングセンターの指定管理者の管

理期間が令和３年３月３１日をもって終了することから、公募を行ったところ、社

会福祉法人 美郷町社会福祉協議会より申請がございました。

その後、指定管理者選定委員会による審査を経て、社会福祉法人 美郷町社会福

祉協議会を指定管理候補者として選定いたしましたので、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定より議会の議決を求めるものであります。

なお、指定期間は令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３年間であり

ます。

以上で説明を終わります

続きまして、議案第１２号 公の施設の指定管理者の指定についての提案理由を



17

申し上げます。

町では施設の設置目的を効果的に達成するために指定管理者制度を導入し管理を

行っておりますが、このたび美郷町南郷高齢者生活福祉センターの指定管理者の管

理期間が令和３年３月３１日をもって終了することから、公募を行ったところ、社

会福祉法人 美郷町社会福祉協議会より申請がございました。

その後、指定管理者選定委員会による審査を経て、社会福祉法人 美郷町社会福

祉協議会を指定管理候補者として選定いたしましたので、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定により議会の議決を求めるものであります。

なお、指定期間は令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３年間であり

ます。

以上で説明を終わります

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第１５日目の３月１８日に討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第１５ 議案第１３号 小黒木辺地総合整備計画の変更についてを議題とし

ます。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第１３号 小黒木辺地総合整備計画の変更についての提案理由を

申し上げます。

交通条件や経済・文化的条件により一定の要件を満たす辺地において、公共施設

等を整備する場合は、財政上の優遇措置が講じられることとなっています。

北郷小黒木辺地に係る総合整備計画については、最終年度の令和３年度事業に係

る辺地債充当予定額が計画を超える見込みであるため、小黒木辺地に係る総合整備

計画を変更する必要があるので、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上

の特別措置等に関する法律第３条の規定により、議会の議決を求めるものでありま

す。

以上であります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第１５日目の３月１８日に討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第１６ 議案第１４号 新しいまち建設計画の変更についてを議題とします。
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本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第１４号 新しいまち建設計画の変更についての提案理由を申し

上げます。

平成１７年２月に東臼杵南部合併協議会で策定した新しいまち建設計画について、

平成３０年４月２５日に東日本大震災に伴う合併市町村に係る地方債の特例に関す

る法律が改正され、平成２４年に延長されていた合併特例債の起債可能期限がさら

に５年間延長されたため、「被災地以外では合併後２０年間」となったことから、今

年度末までの計画期間を５年間延長し、令和７年度までに変更するものであります。

以上で説明を終わります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第１５日目の３月１８日に討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第１７ 議案第１５号 町道路線の廃止について

日程第１８ 議案第１６号 町道路線の認定について

【議長 那須 富重】

お諮りします。

議案第１５号と議案第１６号までの２件を一括議題にしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 那須 富重】

異議なしと認めます。

したがいまして、２件は一括議題とすることに決定しました。

２件につきまして、順次、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。
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【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第１５号 町道路線の廃止について及び議案第１６号 町道路線

の認定については、関連する議案となりますので、まとめて提案理由を申し上げま

す。

町道黒草・清水峠線は国道３８８号を起点とし、終点を林道宇目・須木線へ、町

道黒草２号線は町道黒草・清水峠線を起点とし、国道３８８号を終点とする路線で

あります。

道路法において、起点または終点を変更する場合は、その路線の廃止を行い、新

たに新路線として路線の認定をするという二つの手続が必要となります。

今回の町道路線の廃止・認定の手続は、改良工事前に行った路線の手続に不備が

あり、路線の終点が現状に即したものに認定されていなかったため、道路法第８条

第２項及び第１０条第３項の規定に基づきまして、議会の議決を求めるものであり

ます。

なお、御説明いたしました路線につきましては、資料を添付してございますので、

御参照いただければと思います。

以上です。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第６日目の３月９日に質疑・討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第１９ 議案第１７号 美郷町高齢者及び障がい者住宅改造助成金の交付に

関する条例を議題とします。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第１７号 美郷町高齢者及び障がい者住宅改造助成金の交付に関

する条例について、提案理由を申し上げます。

美郷町高齢者住宅改造助成金の交付に関する条例及び美郷町障がい者住宅改造助

成金の交付に関する条例におきましては、事務事業の目的やその行政効果が同等で

あることから、これらの条例を統合するに当たり、事業の簡素化と町民の福祉の向

上を図るために、所要の改正を行うものであります。

具体的な内容としましては、条例の題名改正、条例の統合による住宅改造助成金

の交付に関する規定の改正、附則にて、美郷町高齢者住宅改造助成金の交付に関す

る条例と美郷町障がい者住宅改造助成金の交付に関する条例の廃止及び条例統合の

ための経過措置を規定するものであります。

以上で説明を終わります。
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【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第１５日目の３月１８日に討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第２０ 議案第１８号 美郷町地域福祉基金の一部を改正する条例を議題と

します。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは議案第１８号 美郷町地域福祉基金条例の一部を改正する条例について

提案理由を申し上げます。

養護老人ホーム清翠園では、２階居室の入居者は１階にある食堂、浴室、集会室

等を利用するために階段を使って移動していましたが、高齢のため上り下りに職員

の介助を必要とする方もいらっしゃいました。

そこで危険性の排除と居住環境の向上のためエレベーターを設置することとし、

当初予算に歳出として設計監理委託料及び工事請負費、また歳入に特定財源として

地域福祉基金繰入金を計上させていただいたところであります。

予定どおり、美郷町地域福祉基金条例第７条の規定により、当該基金の一部を取

り崩して一般会計へ繰り入れたいと考えておりますが、予算執行に伴い条例第３条

に規定された基金の額を変更する必要があるため、これを改正する条例を提案させ

ていただくものであります。

以上であります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第１５日目の３月１８日に討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

次に、日程第２１ 議案第１９号 美郷町介護保険条例の一部を改正する条例を

議題とします。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。
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【町長 田中 秀俊】

議案第１９号 美郷町介護保険条例の一部を改正する条例について提案理由を申

し上げます。

このたび、令和３年度から令和５年度までの３年間を１期とした第８期介護保険

事業計画を策定し、保険料の必要額を算定したところであります。

保険料の段階区分につきましては、国の基準が９段階となっておりますが、本町

におきましては、軽減措置のため、第６期から所得段階別の段階を１２段階に設定

しております。同じく、第８期におきましても、１２段階の設定といたしました。

なお、介護保険料の基準額となる第５段階は、第５期・第６期に据え置き、第７

期において１，０００円引き上げておりますが、介護給付費の大幅増により、今回

の第８期計画の算定では、第７期の保険料基準額年額６万９，６００円、月額５，

８００円が年額７万６，５６０円、月額６，３８０円となり、年額で６，９６０円、

月額で５８０円に引き上げる必要が生じたため、新たに算定しております。

また、家計負担を考慮して、低所得者層に該当する第１段階から第３段階におき

ましても、引き続き、軽減阻止を行っております。

以上であります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第１５日目の３月１８日に討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第２２ 議案第２０号 美郷町公の施設条例の一部を改正する条例を議題と

します。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第２０号 美郷町公の施設条例の一部を改正する条例について提

案理由を申し上げます。

今回の改正は、令和２年度町単独林業生産組織（担い手）育成強化事業で整備し

ましたみやざき林業大学校研修生宿舎を公の施設とし、美郷町民として入居する研

修生の利用に供するため改正を行うものであります。

この施設を利用し、林業後継者の育成及び移住定住を促進し、美郷町の林業の活

性化を図ってまいります。

以上で、説明を終わります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第１５日目の３月１８日に討論・採決を行います。
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【議長 那須 富重】

日程第２３議案第２１号 美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例を議題と

します。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

続きまして、議案第２１号 美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例につい

て提案理由を申し上げます。

今回の改正は、令和２年度町単独林業生産組織（担い手）育成強化事業で整備し

ました、みやざき林業大学校研修生宿舎の施設使用料を徴収するため改正を行うも

のであります。

なお、使用料の算定につきましては、北郷地区の町営賃貸住宅である汐単身者住

宅の家賃を参考に決定したところであります。

以上であります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第１５日目の３月１８日に討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

ここで、少し早いんですけれども、１０分間の休憩とします。

再開を１１時からとします。

（休憩：午前１０時４９分）

（再開：午前１１時００分）

【議長 那須 富重】

休憩前に引き続き、会議を再開します。

【議長 那須 富重】

日程第２４ 議案第２２号 美郷町町道の構造の技術的基準を定める条例の一部

を改正する条例を議題とします。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。



23

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第２２号 美郷町町道の構造の技術的基準を定める条例の一部を

改正する条例について提案理由を申し上げます。

今回の改正は、道路法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関

する政令（令和２年政令第３２９号）により、関係する美郷町町道の構造の技術的

基準を定める条例を改正する必要が生じたためのものです。

主な内容は、道路法の規定に基づき制定された、道路構造令の一部改正により、

同令第４１条から第４２条に１条繰り下げられたためで、これらの条を引用する箇

所で、条ずれに対応するものであります。

以上で説明を終わります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第６日目の３月９日に質疑・討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第２５ 議案第２３号 美郷町営賃貸住宅条例の一部を改正する条例を議題

とします。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第２３号 美郷町営賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

提案理由を申し上げます。

今回の改正内容については、昭和４７年（築４９年）に建設された南郷地区の橋

の原団地１戸を老朽化により取り壊したため、条例（別表第１）より削除するもの

であります。

以上で説明を終わります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第１５日目の３月１８日に討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第２６ 議案第２４号 美郷町道路占用料条例の一部を改正する条例を議題

とします。
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本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第２４号 美郷町道路占用料条例の一部を改正する条例について

提案理由を申し上げます。

道路法第３９条において、道路管理者は道路の占用につき占用料を徴収すること

ができるとされております。

また、占用料の額及び徴収方法は、道路管理者である地方公共団体の条例で定め

るとされております。

今回の改正内容は、道路を占用している電柱や支線柱、電話柱、地中管などの占

用料の徴収に関する協議を開始するに当たり、占用料の徴収方法及び減免について

の現規定や別表の占用物件及び占用料の額を、宮崎県条例第３号道路占用料徴収条

例に基づき、運用に即したものに見直すほか、所要の文言の整理を行うため下線で

示すように改正するものです。

以上で説明を終わります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第６日目の３月９日に質疑・討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第２７ 議案第２５号 美郷町立学校給食共同調理場の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例を議題とします。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

議案第２５号 美郷町立学校給食共同調理場の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例について、提案理由を申し上げます。

令和３年４月１日から西郷地区と北郷地区で義務教育学校の開校を予定している

ことから、給食を提供する学校種を追加するために必要となる条例改正を行うもの

です。

以上で説明を終わります
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【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第６日目の３月９日に質疑・討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第２８ 議案第２６号 美郷町消防団に関する条例の一部を改正する条例を

議題とします。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第２６号 美郷町消防団に関する条例の一部を改正する条例につ

いて提案理由を申し上げます。

現在、第１条において「消防団の設置、名称及び区域について必要な事項を定め

るとする」と規定しており、その根拠法令を消防組織法第１５条第１項としており

ますが、第１５条については消防職員の任命について規定されており、消防団に関

する規定は第１８条で規定されていることから、根拠法令を改めるものとなってお

ります。

また、根拠法令番号についても誤りであったため、適正な法令番号へ訂正するも

のとなっております。

以上で説明を終わります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第６日目の３月９日に質疑・討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第２９ 議案第２７号 美郷町防災会議条例の一部を改正する条例を議題と

します。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

続きまして、議案第２７号 美郷町防災会議条例の一部を改正する条例について

提案理由を申し上げます。
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現在、第３条第６項において防災会議の委員数を１０名以内と規定していること

から、幅広い委員の参画を目的とするために委員数を１５人以内へと変更すること

としております。

以上で説明を終わります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、６日目の３月９日に質疑・討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第３０ 議案第２８号 美郷町防災行政用無線施設条例の一部を改正する条

例を議題とします。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

議案第２８号 美郷町防災行政用無線施設条例の一部を改正する条例について提

案理由を申し上げます。

第２条において「無線施設の名称及び位置は、別表に掲げるとおりとする」と規

定しており、その別表に各無線施設の名称等を記載しておりますが、別表に記載し

ている名称及び位置を最新のものに修正するものとなっております。

以上で説明を終わります

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第６日目の３月９日に質疑・討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

日程第３１ 議案第２９号 令和２年度美郷町一般会計補正予算（第１３号）を

議題とします。

本案について、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第２９号 令和２年度美郷町一般会計補正予算（第１３号）につ



27

いて提案理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、それぞれ１億５，８６６万１，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ９９億９，４７３万円２，０００円

とするものであります。

主な補正の内容につきまして歳入から御説明いたします。

初めに、町税に７，０９２万８，０００円を追加しました。

町民税６９１万５，０００円、固定資産税６，８５６万円の増額が主な理由です。

次に、地方譲与税から１，１８８万１，０００円を減額、地方消費税交付金に３，

６２６万２，０００円を追加、自動車税環境性能割交付金から１，１４１万１，０

００円を減額しました。いずれも交付額の見込みによる補正であります。

次に、国庫支出金から１，１３８万円２，０００円を減額しました。これは事業

費の確定見込額による補正であります。

次に、県支出金に４，１７５万６，０００円を追加しました。

各費目とも事業費の確定見込額による補正が主な要因ですが、農林水産業費県補

助金のうち地籍調査費補助金については国の第３次補正予算により７，２８５万３，

０００円の追加交付が決定されたため、大きな増額となったものであります。

次に、基金繰入金から２億２，６１２万４，０００円を減額しました。

歳出全般の減額やふるさと応援基金繰入金の充当により、財政調整基金繰入金を

２億５，０５５万３，０００円減額したことが主な理由です。

最後に、町債から３，９８５万円を減額しました。事業費の確定見込みに伴う補

正であります。

続いて、歳出について御説明いたします。

歳出につきましては、経常的経費及び各事業の見込額の確定による補正が中心で

あります。

それでは、款ごとに主な増減について説明いたします。

初めに、議会費から１６４万７，０００円を減額しました。

人件費及び議会活動費の不用額更正であります。

次に、総務費から全体で８，２１７万円７，０００円を減額しました。

主なものとしては、一般管理費の職員人件８４０万３，０００の減額、企画費の

地域おこし協力隊に係る地域おこし活動費８９４万４，０００円の減額、特別定額

給付金の支給に係る諸経費１，０９１万１，０００円の減額、ＣＡＴＶセンター運

営費のうち事業費の確定見込みに伴う北郷ＦＴＴＨ化整備工事請負費１，８００万

円の減額などであります。その他全ての項でも、経常的な経費の不用額更正等によ

り減額となっております。

次に、民生費から３４６万円を減額しました。

障がい福祉費の障がい福祉サービス費５８０万円の増、児童福祉総務費の乳幼児

医療費助成２９６万円の増がありましたが、その他の経費につきましては全般的に

減額となりました。

次に、衛生費から１，８３２万７，０００円を減額しました。

予防費の各種検診委託料３２０万円の減額、環境衛生費の浄化槽設置整備事業補

助金３８０万５，０００円の減額、診療所費の歯科医師住宅解体工事１，０１１万

円の減額などが主な理由であります。

次に、農林水産業費には５，７７５万１，０００円を追加しました。

歳入で説明いたしましたが、国の第３次補正予算により、地籍調査費補助金が７，

２８５万３，０００円追加されたことにより、歳出として地籍調査費に９，９７１
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万円を追加しました。南郷地区の調査に対する追加予算となりますが、追加分につ

きましては、令和３年度に繰り越して実施することといたします。

このほか追加したものとしましては、畜産業費の繁殖雌牛導入事業補助金３７８

万７，０００円、林業振興費の作業路維持補修業務委託料１１４万１，０００円、

林道整備費の県営林道整備事業負担金３４万円などがありますが、その他の経費に

つきましては不用額の更正を行っております。

次に、商工費から２，４３５万５，０００円を減額しました。

商工振興費の商工業振興資金貸付金１，０００万円の減額、観光振興費の南郷温

泉施設改修工事請負費８８１万３，０００円の減額、おせりの滝遊歩道改修工事請

負費１００万円の減額などが主な理由であります。

次に、土木費から６１万５，０００円減額しました。

道路橋梁費から２０３万３，０００円、住宅費から２９５万１，０００円をそれ

ぞれ減額しました。

また、河川砂防費では、自然災害防止急傾斜地崩壊対策事業４５３万９，０００

円の減額がありましたが、県が急傾斜地崩壊対策事業を追加で施工することとなり

ましたので、これに対する負担金１，１３３万円を追加しております。

次に、消防費から８１万２，０００円を減額しました。

消防団活動費２０万円の減額、防災無線施設費の直流電源装置工事請負費５１万

３，０００円の減額が主な理由です。

次に、教育費から１，５６８万円を減額しました。

事務局費の特別職及び一般職員人件費２４０万円、幼稚園費の幼稚園教員人件費

２００万円、会計年度任用職員人件費３２０万１，０００円など人件費の減額に加

え、コロナ禍の影響による社会教育総務費の国民文化祭実行委員会補助金１１８万

５，０００、保健体育総務費のロードレースイン百済の里補助金などスポーツ振興

経費３３８万６，０００円の減額などが主な理由であります。

次に、災害復旧費から３，４９１万７，０００円を減額しました。

事業費の確定見込みによる不用額更正であります。

次に、公債費から、元金及び利子合わせて１，０００万円を減額しました。

最後に、諸支出金からら２，４４４万２，０００円を減額しました。

特別会計繰出金のうち、国民健康保険特別会計繰出金には３６５万５，０００円

の追加となりましたが、その他の特別会計に対する繰出金は減額となっております。

また、繰越明許費は第２表にあるとおりです。コロナ禍により資材等の納品の遅

れが事業の進捗に影響したことや、国の第３次補正予算に伴い、２月に入り新型コ

ロナウイルス対応地方創生臨時交付金の追加配分が示されたこともあり、繰越事業

は３２事業と例年より多くなりました。

地方債の補正につきましては、第３表のとおりであります。

今回の補正により、令和２年度の一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ９９

億９，４７３万２，０００円となりました。

以上で説明を終わります

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第６日目の３月９日に質疑・討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】
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日程第３２ 議案第３０号 令和２年度美郷町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第４号）

日程第３３ 議案第３１号 令和２年度美郷町介護保険事業特別会計

補正予算（第６号）

日程第３４ 議案第３２号 令和２年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算（第３号）

日程第３５ 議案第３３号 令和２年度美郷町簡易水道事業特別会計

補正予算（第４号）

日程第３６ 議案第３４号 令和２年度美郷町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第３号）

日程第３７ 議案第３５号 令和２年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計

補正予算（第６号）

日程第３８ 議案第３６号 令和２年度美郷町国民健康保険病院事業会計

補正予算（第７号）

【議長 那須 富重】

お諮りします。

議案第３０号から議案第３６号までの７件を一括議題にしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 那須 富重】

異議なしと認めます。

したがいまして、７件を一括議題とすることに決定しました。

７件につきまして、順次、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、議案第３０号 令和２年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第４号）について提案理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出から、それぞれ４，０９１万１，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億５４１万円６，０００円とするもので

あります。

まず、歳入予算につきましては、国庫支出金として９３万１，０００円の減額。

内容は、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者への国

民健康保険税の減免措置に対する国からの財政支援である災害等臨時特例補助金に

ついて、申請状況を勘案し２６３万５，０００円の減額、オンライン資格確認等に

係る社会保障・税番号制度システム改修補助金として１７０万４，０００円を追加

しました。
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次に、県支出金として４，０４３万１，０００円の減額。

主なものは、直営診療施設繰出金の財源となる特別調整交付金を、完了期間の変

更に伴い４，２９３万３，０００円減額しました。

次に、繰入金として、基盤安定負担金交付額確定に伴う一般会計繰入金を３６５

万円５，０００円追加、基金繰入金を３２０万４，０００円減額しております。

続いて、歳出予算につきましては、総務費として税制改正に伴うシステム改修委

託料７０万４，０００円など、合計６２万７，０００円の追加、保険給付費は３０

万円の減額。

諸支出金は、先ほど申し上げた直営診療施設繰出金の減額など合計４，１２３万

８，０００円を減額しました。

以上であります。

続きまして、議案第３１号 令和２年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算（第

６号）について提案理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１，０２６万３，０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億８，８６７万円５，

０００円とするものです。

今回の補正の主な理由は、令和２年度における各サービスの支出状況を踏まえて

年度末までの歳入歳出見込みにより過不足を調整するものです。

補正の主な内容は、歳出につきましては、保険給付費及び地域支援事業費として

年度末までの各サービス費の過不足を調整した結果、当初のサービス見込量より大

幅に減少したため、総額で１，０５３万５，０００円減額いたしました。

歳入につきましては、令和２年度調定見込みにより介護保険料２４万２，０００

円を減額したほか、財政安定化基金貸付金について、年度末までの歳入歳出見込み

を踏まえ、予備費等の調整により財政安定化基金からの貸付を受けないことから１，

４００万円を減額しました。以上の結果、不足する財源は、予備費を充当いたしま

した。

以上であります。

続きまして、議案第３２号 令和２年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計補正

予算（第３号）について提案理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出の総額から、歳入歳出それぞれ１，８５５万８，０００

円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ２億３，４２６万８，０００円とする

ものです。

補正の主な理由は、年度末を迎えて宮崎県後期高齢者医療広域連合への各種負担

金が決定したため、歳出において広域連合納付金を１，８３０万４，０００円減額

するほか、健診事後指導報酬、郵便料及びに印刷製本費の不要分として２５万４，

０００円減額するものです。

歳入におきましても、後期高齢者医療保険料を１５８万１，０００円増額するほ

か、歳出と同様の理由により一般会計繰入金を１，９９６万円３，０００円、受託

事業収入を１７万６，０００円それぞれ減額いたしました。

以上であります。

続きまして、議案第３３号 令和２年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第

４号）について提案理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出予算総額から、歳入歳出それぞれ３４０万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５，７０９万１，０００円とするもの

であります。



31

歳出の主なものとしましては、水道施設毎日点検業務委託料から１５０万円、ろ

過砂洗浄業務委託料から１００万円を減額しております。

歳入の主なものとしましては、滞納繰越使用料に１００万円を追加し、一般会計

繰入金から４２５万円減額しております。

以上であります。

議案第３４号 令和２年度美郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

について提案理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出予算総額から、歳入歳出それぞれ３０万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億５３万７，０００円とするものであり

ます。

歳入につきましては現年度使用料から１００万円を減額し、滞納繰越分使用料に

７０万円を追加しております。それに伴い歳出につきましては予備費から３０万円

を減額しております。

以上であります。

議案第３５号 令和２年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第

６号）について提案理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３４９万６，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２，３１０万円とするも

のであります。

歳出補正の主なものにつきましては、国が進めるマイナンバーカードを活用した

診療受付を行うためのオンライン資格確認システム連携委託料が１３２万円、非常

勤医師謝礼１５万４，０００円、タクシー使用料９万３，０００円、一般職員と会

計年度職員の人件費の減額４６１万円、研修研究費普通旅費の減額５０万円はいず

れも事業費確定見込みによるものであります。

歳入補正の主なものについては、オンライン資格確認システム構築にかかる整備

交付金として８５万８，０００円、発熱外来診療体制維持管理にかかる補助金５０

万円であります。診療収入２００万円、国保特別調整交付金事業繰入金１３４万円

の減額は、事業費確定見込みによるものであります。

以上であります。

続きまして最後になりますが、議案第３６号 令和２年度美郷町国民健康保険病

院事業会計補正予算（第７号）について提案理由を申し上げます。

今回の補正は、国保特別調整交付金の減額が主なもので、資本的収入が３，７８

９万９，０００円の減額及び資本的支出に２１０万１，０００円を追加し、予算総

額を１億８，９７８万円とするものです。

まず、収入といたしまして、国保特別調整交付金における電子カルテシステム構

築事業について収入が翌年度となることから４，０００万円の減額、また、医療提

供体制設備整備交付金として２１０万１，０００円の増額となります。

次に、支出としましては、オンライン資格確認システム連携委託料として２１０

万１，０００円増額するものです。

財源といたしましては、資本的収支の不足分４，０００万円については、損益勘

定留保資金より補填することとしております。

以上で説明を終わります。

すみません、議案第３４号の美郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

でありますが、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ「１０億」ということで言った

そうですが、「１億５３万７，０００円」と訂正をさせてください。
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申し訳ございませんでした。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件については、第６日目の３月９日に質疑・討論・採決を行います。

【議長 那須 富重】

ここで、次の議案につきましては時間を要しますので、ここトイレ休憩としまし

て、５分間の休憩とします。

再開を３７分とします。

（休憩：午前１１時３２分）

（再開：午前１１時３６分）

【議長 那須 富重】

休憩前に引き続き、会議を再開します。

【議長 那須 富重】

日程第３９ 議案第３７号 令和３年度美郷町一般会計予算

日程第４０ 議案第３８号 令和３年美郷町国民健康保険事業特別会計予算

日程第４１ 議案第３９号 令和３年度美郷町介護保険事業特別会計予算

日程第４２ 議案第４０号 令和３年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第４３ 議案第４１号 令和３年度美郷町簡易水道事業特別会計予算

日程第４４ 議案第４２号 令和３年度美郷町農業集落排水事業特別会計予算

日程第４５ 議案第４３号 令和３年度美郷町国民健康保険診療所事業

特別会計予算

日程第４６ 議案第４４号 令和３年度美郷町国民健康保険病院事業会計予算

【議長 那須 富重】

お諮りします。

議案第３７号から議案第４４号までの８件を一括議題にしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 那須 富重】

異議なしと認めます。

したがいまして、８件を一括議題とすることに決定しました。

８件につきまして、町長より提案理由の説明を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 那須 富重】
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町長。

【町長 田中 秀俊】

それでは、紙に戻りまして説明をいたします。

令和３年度美郷町施政方針（案）という形になってるかと思いますが、その（案）

を消していただきたいと思っております。こちらが提案しますのは、これでどうで

すかという話になりますけど、もう（案）は取っていただきたいというふうに思い

ます。

それでは、本日、令和３年第１回美郷町議会定例会の開会に当たり、町政運営に

臨む私の所信と主要施策の概要を申し上げ、町民の皆様並びに議員各位の御理解と

御協力を賜りたいと存じます。

コロナ禍にあって「新たな日常」への社会の構築が加速する中、これまでになか

ったことが常識となる「新しい時代」にあって、私が町民の負託を受け、町政運営

を担わせていただいてから４年目の春を迎えております。改めて「すべては町民の

ために」の下、厳しい財政状況ではありますが、気候変動による災害対応や世界的

に感染拡大している新型コロナウイルス感染症など、直面する課題と向き合い、将

来を見据えた行政運営に全力で取り組んでまいる覚悟でございます。

また、私の政治信条であります『町民とつくる対話と協働の町政』『信義誠実で透

明性のある町政』『スピード感のある町政』を基本理念に、

①町民目線のまちづくり

②持続可能なものづくり

③思いやりのある町づくり

④人財づくり

⑤住みたい町づくり

の５点を目指す政策として、私に託された役割と責任をしっかり果たしていく所存

でございます。

令和２年１２月８日に閣議決定された令和３年度予算編成の基本方針では、新型

コロナウイルス感染症の経済に及ぼす影響を注視しながら、躊躇なく必要な対策を

講ずるなど、現下の厳しい経済事情に対して万全の対応を行うこととしています。

また、国民の命と暮らしを守るため、感染拡大防止と社会経済活動の両立を図り、

骨太方針２０２０に掲げられている主な施策項目及びそれを具体化する成長戦略の

実行計画を踏まえ、ポストコロナの新しい社会をつくっていくこととしています。

令和３年度予算編成に向けて、感染拡大防止と社会経済活動の両立を図りつつ、

ポストコロナの新しい社会の実現を目指し、中長期的な成長力強化の取組を推進し

ていくと同時に、感染症との闘いの最前線に立ち続ける医療や介護の現場の方々の

献身的な貢献を支えるため、医療提供体制の強化・検査体制の確保をはじめとする

新型コロナウイルス感染症の拡大防止策とともに、成長力強化のためのデジタル改

革・グリーン社会の実現や、生産性向上と継続的な賃金底上げによる好循環の実現、

安全・安心に向けた子供を産み育てられる環境づくり、各地災害からの復興や防災

対応の強化、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催など、重要な政策

課題への対応に必要な予算措置を講じ、財政健全化への着実な取組を進めつつ、め

り張りの効いた予算編成としています。

その中で、国の令和３年度一般会計総額は、高齢化に伴って「社会保障費」が今

年度より１，５０７億円増加して３５兆８，４２１億円となったことや、新型コロ

ナウイルス感染症への対応として「予備費」として５兆円を計上したことにより、



34

前年度比３．８％増の１０６兆６，０９７億円と、今年度当初予算を３兆９，５１

７億円上回って９年連続で過去最高を更新し、３年連続で１００兆円の大台を突破

しました。

歳入では、税収が新型コロナウイルス感染症の影響による企業業績の悪化などを

見込んで今年度の当初予算より６兆６５０億円少ない５７兆４，４８０億円となっ

ており、新規国債の発行額は、歳入不足を補うための赤字国債が３７兆２，５６０

億円、建設国債が６兆３，４１０億円、合わせて４３兆５，９７０億円に上り、今

年度の当初予算の段階から１１兆４０８億円増えています。新規の国債発行額が前

年度を上回るのは１１年ぶりで、歳入全体に占める国債の割合は４０．９％となり

ます。

歳出では、社会保障費が今年度の当初予算より１，５０７億円増えて３５兆８，

４２１億円と過去最大となり歳出の３３．６％を占めています。

地方財政対策においては、新型コロナウイルス感染症の影響により地方税等が大

幅な減収となる中、地方公共団体が行政サービスを安定的に提供しつつ、防災、減

災、国土強靱化の推進などの重要課題に取り組めるよう、地方税、地方交付税等の

一般財源総額は、０．４％増の６１兆９，９３２億円を確保しています。

その中で、まち・ひと・しごと創生事業費(地方創生関連予算)については、引き

続き１兆円が確保されています。

また、一方で地方交付税については、５．１％増の１７兆４，３８５億円となり

ました。

さて、美郷町では昨年３月に【第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略「未来発

創」】を策定しました。

この総合戦略は、行政をはじめ町民、地域、団体、企業など町全体で共有し、人

口減少という最大の課題に取り組む性格のものであることから、最上位計画である

美郷町総合計画の取組をさらに進め、人口減少を踏まえた地域の活性化に向けた施

策の具体化を進めるものです。

政策のテーマは、～２２世紀のふるさとを目指して～子どもの幸せづくり戦略で

す。政策は、「子育て支援」「地域づくり」「仕事づくり」「移住・定住支援」です。

美郷町は２４地区の行政区で構成されています。昨年から令和４年度にかけて、

各地域において地域の課題と対策を考えていただき、美郷町地区別定住戦略を策定

し実践することが本町の将来のために不可欠であり、世界的な社会の目標としてＳ

ＤＧｓを考え方として捉えながらの計画業務が必要になると確信をしております。

本町の令和３年度予算の編成に当たりましては、このような国の地方財政対策の

状況を的確に捉え、令和３年度からの普通交付税の一本算定に加え、令和２年国勢

調査の結果を見据えた上で、各課事務事業及び補助金等の見直しを実施し、予算の

選択と集中を行い、効果的かつ効率的に諸施策を推進するべく予算編成を行いまし

た。

依然として国及び地方を取り巻く課題は山積していますが、積み残した課題を一

つ一つ丁寧に取り組み解決を図ることが大事であります。町の発展のため、本気で

町民が一丸となって取り組む必要があります。政策展開に停滞は許されません。そ

うすることが、本町の将来にとりましても、次の時代を担う若い世代にとりまして

も最善であると考えます。これからは「やれることをやる」のではなく「やるべき

ことをやる」時期であります。

私たちの町は、人口の半分以上を高齢者が占めています。一人一人が安心して暮

らせる環境づくりが重要であります。そのためにも高齢者の知恵や経験を生かした
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経済活動や６次産業化の推進を基盤に、町全体の交通体系や情報網の充実を図り、

福祉・介護・医療の連携による生活丸ごとの支援体制を充実させなければなりませ

ん。そして「誰一人取り残さない」温かい地域づくりを進めてまいります。

美郷町は、私たち町民にとりましても、地域を離れている方々にとりましても、

ここがふるさとです。物があふれる時代には、必ず「心の居場所」を求める時代が

到来すると同時に、過疎の半世紀を頑張りぬいた地域がやがて新しい夜明けを迎え

る時代が必ず到来すると信じています。今がその時だと感じます。

今後も「対話と協働」を基本姿勢とし、町と議会と町民とが心の絆をしっかりと

結び、田舎の原風景を守りながら、お互いが支えあう地域づくりを目指して精進し

ていくことで美郷町はきっとよくなると確信をしています。

以下、主な施策につきまして、その概要を御説明申し上げます。

１．農林業の振興

本町の基幹産業である農林業の振興は最重要課題であり、重点的に取り組んでま

いります。特に地方創生の柱でもある農林業の担い手の確保と育成対策の充実を図

り、農林業の振興と地域活性化を推進します。

①日本型直接支払制度、農業人材力強化総合支援事業等、国、県の農業政策を有

効活用し、農家の経営安定を図るとともに、担い手の育成強化を推進することによ

り、新規就農者の確保を図り、安定生産できる体制づくりに努めます。

なお、安定生産できる体制づくりについては、地域に存在する農業生産法人と連

携した、新たな農業生産法人設立を検討してまいりましたが実現しませんでした。

今後も引き続き、農業生産法人設立等安定生産に向けた、町の役割を整理してまい

ります。

②美郷町総合計画に定めた作物を中心とした生産目標達成に向け、生産組織等の

強化育成を支援し、栽培面積の拡大・栽培技術の向上を図ります。

③耕畜連携を推進するとともに、畜産農家や関係機関と連携を図り、増頭対策並

びに、防疫対策を推進します。また、飼料用米等の推進により遊休農地化を抑制し

ます。

④森林経営計画に基づき、森林整備や素材生産の振興を図ります。また、森林経

営管理法に基づく、森林所有者への意向調査の実施に向けた準備を行います。

さらに、経営計画を実行するために素材生産事業体の強化、施業従事者となる後

継者・担い手の確保、人材育成推進のため、宮崎県林業技術センター等関係機関と

連携を密にし、今後もみやざき林業大学校を支援していきます。

⑤森林の多面的機能の発揮に配慮しつつ、標準伐期による施業を基本に、集約化

による除間伐や長伐期施業等により、資源循環利用を促進する適切な森林整備を推

進します。また、植栽未済地の発生を抑制するため、再造林の推進を強化していき

ます。

さらに、県内でも発生している誤伐・盗伐に関しまして、県、警察、森林組合、

関係機関と連携し、耳川流域からの発生を防止します。

⑥椎茸、木炭等の特用林産物の品質とブランド力を高め、価格の向上安定を図る

とともに、安定経営のための支援を行います。

さらに、後継者の確保、育成に努め産業及び文化の継承に取り組んでまいります。

⑦鳥獣被害対策につきましては、関係機関や団体と連携して捕獲による個体数削

減や防護施設の設置等による対策を強化し、被害軽減を図ります。また、捕獲した

鳥獣につきましては、ジビエ解体施設の稼動充実を推進し、「ジビエ肉」等として新

たな地域資源となるよう有効活用を図ります。
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⑧６次産業化は、「美郷町地域ぐるみで取り組む６次産業化基本構想」の基本方針

である、栗での一点突破を図るため、「まずは、栗でアピールして、栗で外貨を稼ぐ」

「そして全体の６次産業化へ繋げる」ため、耕作放棄地を活用した栗生産の省力化

や栗加工場の再整備を行い、栗加工品の拡充に取り組んでまいります。

また、産地型商社を設立して、「飲食・観光に付随する物販等で外貨獲得を目指し、

外貨獲得に必要な産業は可能な限り本町で賄う」ことを実践してまいります。

２．商工業、観光の振興

商工業の振興につきましては、商工業活性化の中心的な役割や地域コミュニティ

機能を担う商工会への支援をはじめ、中小企業育成、意欲ある法人・個人等が行う

新規起業や経営拡大などの各種支援制度によって継続的に支援します。

今後も商工業の維持活性化のため商工会との連携を密にしながら、地域の特徴を

踏まえ各種事業を展開してまいります。また、コロナ禍で影響を受けている、商工

業事業者への支援につきましても、国や県の支援策と歩調を合わせながら、地域の

実情に沿った支援に努めます。

観光振興につきましては、設立された一般社団法人 美郷町観光協会に、民間で

あることの特性を生かした活動を担わせ、民間ならではの発想やフットワークで「稼

ぐ観光」「経済の循環」の実現を目指してまいります。

また、一般社団法人 美郷町観光協会と連携して、旅行業を活用したツアーの開

発や地域固有の資源を活用した体験型、交流型の要素を取り入れたツーリズムの商

品化を目指すとともに、スポーツ系や文化系の合宿を誘致し交流人口・関係人口の

拡大に取り組んでまいります。

その他、町内には多くの景勝地、重要文化財など歴史的な文化財や豊かな自然が

残されていることから、今後もこれらの適正な保全に努める一方、唯一無二の観光

資源として広く活用してまります。

さらに、温泉施設をはじめとする各観光施設の適正な維持管理に努め、健全運営

を目指し、どのような形態での運営が望ましいか分析を進め、民間活力も視野に入

れた新たな指定管理者制度を模索し検討を行ってまいります。

併せて、アフターコロナを見据え、ホームページやＳＮＳなど、多様な媒体を活

用した情報発信に努め、観光の振興につなげてまいります。

３．道路環境・交通体系の整備

地域の基礎的な社会資本である道路整備につきましては、適正な維持管理を行う

ことにより道路施設の長寿命化に努めます。また、生活の利便性向上や交通の安全

性を確保するために、国、県の補助事業及び過疎対策事業などを活用し再整備に努

めてまいります。

国道３８８号につきましては、待望の日平バイパスが全線開通し、町全体の一体

感、連帯感の醸成に拍車をかけるものであるとともに、国道４４６号の代替路も担

うことになり、道路整備の立ち遅れている本町において道路ネットワークの重要性

を再認識したところでもあります。

今後は、北郷舟方工区の早期完了と南郷新屋敷工区の早期の工事着手に向けて、

また、松瀬工区の早期完了をお願いしつつ、美郷町側への早期の事業着手に向けて、

これまで同様に関係機関と連携しながら要望活動を行ってまいります。

県道につきましては、西都・南郷線、宇納間・日之影線、東郷・西都線など計画

的な整備が進められていますが、今後も継続して要望活動を行ってまいります。

また、地域公共交通対策につきましては、町民の通院などの移動手段を確保する

必要不可欠な施策の一つです。そのような中、令和２年度には西郷南郷間の国道３
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８８改良工事の完了、町内医療体制の変革、地域間交通網の格差等を背景に、町内

コミュニティバスの再編を行いました。

今後も運行実績や住民の意向などを十分検討しながら、美郷町地域公共交通計画

及び日向・東臼杵地域公共交通再編実施計画に基づき、町内の他の交通網なども含

めた利便性の高い持続可能な総合交通システムになるよう関係自治体や交通事業者、

宮崎県と連携しながら取り組んでまいります。

さらに、再編やダイヤ改正に当たっては、深刻化している買い物弱者の対策及び

高齢者の外出機会の創出という視点をもって取り組んでまいります。

４．水道施設・生活排水処理施設の整備

町の管理する簡易水道施設は、日常生活に欠かすことのできない施設であり、安

全な飲料水を安定して供給するため、適切な施設の改修・更新と維持管理に努めて

まいります。

また、地域・個人管理の給水施設につきましては、全ての地域で安心安全な水の

供給ができるように技術的指導や整備方法の助言、及び維持管理、施設災害等の費

用負担の軽減の支援に努めてまいります。

５．環境衛生の充実

今日の環境問題は、消費生活の多様化により全国的にごみの排出量が著しく増加

しており、深刻な問題であります。本町を含む５市町村で構成する日向東臼杵広域

連合と連携して、圏域での統一した環境行政に取り組むとともに、資源循環型社会

に対応した取組として、分別収集の啓発を重点的に行い、ごみ減量化・資源化に積

極的に取り組みます。

加えまして、不法投棄防止パトロール等による監視や高齢者・一人暮らし世帯の

ごみ出し支援に継続して取り組みます。生活排水処理につきましては、町内６か所

の農業集落排水処理施設により快適な生活環境づくりや自然環境の保護のため、美

郷町農業集落排水施設最適整備構想に基づき、適正な改修及び維持管理を行うとと

もに、合併処理浄化槽の新設や維持管理につきましても、引き続き支援してまいり

ます。

６．環境保全の推進

本町は、緑豊かな山林や小丸川・耳川及び五十鈴川の三本の美しい河川が流れる

自然資源に恵まれた地域であります。この豊かな緑や清流を保護するため、各水系

汚濁防止協議会と連携した啓発活動を行ってまいります。

また、「節電・省エネの推進」、「脱温暖化行動の推進」を実現するため、美郷町地

球温暖化対策推進協議会と連携を図り、町民・事業者・行政のそれぞれの立場から

お互いが協働して地球温暖化防止に向けた実践活動を積極的に推進してまいります。

７．住宅環境の整備

町営住宅につきましては、公営住宅等ストック総合改善事業などによる改修・改

善工事を計画的に進めるとともに適正な維持補修に努め、住宅の長寿命化と居住環

境の向上を図ります。

また、政策空家や耐用年数の経過した町単独住宅につきましては、取壊しや売却

などを行い維持管理費の削減に努めてまいります。

一般住宅につきましては、町民の生活環境の向上、定住促進、経済活性化、木材

振興などを目的に、町産材または流域材を活用することを条件として、新築・増改

築を行う町民を支援してまいります。

８．移住・定住の推進

移住・定住につきましては、お試し滞在宿泊施設を活用した就業体験や田舎暮ら
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し体験の実施や国県の移住支援金の活用、住まいの情報発信を行い、移住定住の促

進を図ってまいります。

また、住まいにつきましては、官民一体となって空家等情報バンク登録数の増加

を図り、紹介できる住宅の確保に努めてまいります。

雇用につきましては、「ハローワーク」や「ふるさとみやざき人材バンク」と連携

して、無料職業紹介所の充実を図り、町民への情報提供に努めてまいります。

９．情報通信基盤の整備

地域情報化対策につきましては、ＣＡＴＶの整備も町内全域にわたりネットワー

クが構築されています。自主放送の充実を含めその安定運営と維持管理に取り組む

こととします。

また、北郷地区におけるネットワーク光化事業も第２期工事の完了により、町内

全域で４Ｋ放送及び高速通信に対応できる光ネットワークが整備され、町内の放

送・通信環境格差是正が図られ、基盤強化がなされました。全ての町民が情報通信

技術（ＩＣＴ）の恩恵を享受できるよう、今後も地域情報化の推進に取り組んでま

いります。

また、庁内情報化対策につきましては、住民情報や税情報等の自治体クラウドシ

ステムを利用していますので、住民サービスのための事務の効率化・迅速化と安定

運用に努めます。さらに、マイナンバーを利用して国や地方公共団体間との情報連

携が可能となり、公的サービスがよりスムーズになりました。

今後、国や地方自治体が管轄している個人情報が広く共有されることから、さら

にセキュリティ対策を強化してまいります。

さらに、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代を迎え、５ＧをはじめとするＩＣＴインフラ

整備と利活用の促進が叫ばれている中、令和３年９月に国にデジタル庁が新設され

ることが予定されており、各種分野において一気にデジタル化が推し進められるこ

とも予想されることから、デジタル庁をめぐる動きに注視するとともに、今まで以

上に新たな情報化の推進に向けて取り組んでまいります。

１０．保健・福祉の充実

①保険及び保健事業の充実

健康づくりは町民生活に直結する重要な課題であるだけでなく、地域活性化の要

でもあります。そのため、これまで特定健診をはじめとする各種健診の受診率を高

めることに努めてきました。

本町の国民健康保険事業における一般医療費につきましては、１人当たり医療費

が県内でも高額になっており、生活習慣病の占める割合が増加傾向にあることが憂

慮されますことから、特定健診の事後フォローを継続的に取り組むとともに、医療

費の高い疾患のリスクが高い方を中心に栄養士・保健師により戸別訪問による重症

化させない支援体制を構築し、被保険者の皆様の理解と協力を得ながら、医療費の

適正化と健全な財政運営に努めてまいります。

母子保健につきましては、妊産婦健診や乳幼児健診等の充実により、母子の健や

かな成長を支援するとともに、不妊に悩む方に対する助成制度を継続するなど母子

保健対策の充実を図ってまいります。また、新たに、本庁内に「美郷町子育て世代

包括支援センター」を開設し、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行

ってまいります。

新型コロナウイルス感染防止対策としては、重症化予防が期待される新型コロナ

ウイルスワクチン予防接種の実施体制を構築し、ワクチンに関する情報や予防接種

の受け方等町民への説明を行い、安全に安心して接種が受けられるように取り組ん
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でまいります。

歯科衛生における歯科診療所につきましては、現在、南郷・北郷の２診療施設を

開設しておりますが、さらに、今年度は、平成３１年から休診していた西郷歯科診

療所の開院に向けて準備を進めてまいります。

②社会福祉の充実

少子高齢化・超高齢化が進む中、誰もが住み慣れた地域で安心して生活できるこ

とが求められています。そのためには町政による福祉施策の充実はもとより、美郷

町社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会並びに民間福祉団体等と協働・連携し

ながら福祉の町としての環境づくりをさらに進めてまいります。

③児童福祉の充実

町民が安心して子どもを産み育てる環境整備のため、本町の施策として実施して

います出産奨励祝い金の支給、子ども医療費の助成、保育料の無償化・減免などの

「美郷町の子育て支援」を継続して推進してまいります。

また、ＤＶや児童虐待が大きな社会問題となっている現在、要保護児童対策地域

協議会を中心とした関係機関の連携強化と体制整備を充実させ、積極的に確立し虐

待防止に努めます。

また、子育て世代包括支援センターの設置・運営により関係機との連絡調整を強

化させ子育て支援を行う中で、虐待要因の早期発見と予防に努めることとしながら

家庭相談(支援)を積極的に推進し、幼児・児童の権利擁護と育成環境の整備に努め

てまいります。

④高齢者福祉の充実

令和２年１２月１日現在での本町における６５歳以上の高齢化率は５０．８％で

あり、依然として県下トップの状況が続いています。高齢者が安心して地域で暮ら

せるためには、気軽に相談できる体制が必要です。

そのため引き続き、独居高齢者等への個別訪問事業を継続し、高齢者の困り事や

福祉ニーズに速やかに対応します。

また、独居高齢者及び高齢者世帯の増加に伴い、食材の確保や調理が困難となる

方が増えてきています。このため、在宅高齢者の生活を支援する上で、配食サービ

スの充実が重要であり、需要に応じた供給体制の整備に努めます。これまで「百で

も元気に暮らせる町づくり」を理念として、高齢者自らが健康寿命延伸に努め、生

きがいをもって暮らせることを目指してきましたが、高齢者の自主的運動教室の取

り組みを進めた結果、介護予防・医療費抑制それぞれの面において、徐々に効果が

現れてきていると考えるところです。

また、運動だけでなく高齢者の居場所づくりとしても非常に有効に機能すると期

待しており、さらなる推進に努めます。高齢者の多くは住み慣れた自宅での生活を

望んでおり、その高齢者が支援や介護が必要な状態になっても、可能な限り住み慣

れた地域で安心して生活を送ることができるよう、医療・介護・予防・生活支援・

住まいのサービスを一体化して提供し、高齢者を地域全体で支えていくための「地

域包括ケアシステム」の構築を継続し、地域の実情を踏まえた介護サービス基盤の

整備・充実を推進します。

この地域包括ケアシステムを実現させるための重要な一手法である「地域ケア会

議」は、高齢者個人に対する支援の充実とそれを支える社会基盤の整備を同時に推

進するものであり、会議の定期開催と充実を図るとともに、令和３年度から３か年

で策定する第８期介護保険事業計画を基に、介護保険事業特別会計の適正な運営を

図ります。
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さらに、昨年度から実施している高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施をさ

らに充実させ、保健師等の医療専門職の役割や通いの場における具体的な取組を進

めてまいります。

後期高齢者医療事業特別会計につきましては、健全な運営に努め、高齢者に安心

して医療が受けられる体制を堅持していきますが、国において保険料の軽減特例廃

止の経過措置が講じられていくことから、対象となる高齢者への周知に万全を期し

てまいります。

⑤障がい者福祉の充実

障がい者の日常生活や社会生活を支援するため、引き続き自立支援給付や地域生

活支援事業を適正に実施するほか、関係機関や当事者団体等との連携を図りながら、

障がい者が住み慣れた地域で社会と共生できるよう努めます。

また、令和元年度から、様々な地域課題の解決に向けて、障がい児・障がい者支

援事業所「そうだんサポートセンターみさと」が開設され、さらに、昨年度は、地

域全体で支援する協力体制づくりのために、地域生活支援拠点整備として「日向市・

東臼杵郡基幹相談支援センター」が開設されたことから、両センターと協力して手

厚い個別支援や支援体制づくりの強化を進めてまいります。

また、令和３年度から３か年で策定する第６期障がい福祉計画、第２期障害児福

祉計画に沿って事業を進めてまいります。

⑥ひとり親家庭支援の充実

近年の母子・父子家庭等をめぐる情勢が変化する中で、ひとり親家庭等の自立促

進と児童の健全な成長を確保することが重要な課題となっています。そのため、子

供の養育や経済面・健康管理など多くの困難を抱えているひとり親世帯に対し、経

済的に自立できるための就業相談や医療費の助成などを実施してまいります。

⑦消費生活の安定と向上

訪問販売や通信販売等における消費者トラブルなど、若者から高齢者まで幅広い

年齢層での消費生活トラブルが多発している中、地域や関係機関等との連携を深め

ながら悪質商法や詐欺行為を排除するとともに、相談窓口の機能強化や消費トラブ

ルの未然防止に向けた消費者教育と啓発活動を強化・推進して、町民の消費生活の

安定・安全と向上を図ってまいります。

１１．医療の充実

国保病院及び診療所事業につきましては、地方公営企業法とそれに準じての独立

採算を目指しながら、同時に地域住民の保健、医療、福祉を担うという政策医療機

関の立場にもあります。今日まで一貫して、医療はもとより保健、福祉の面におい

ても中核的な役割を担う施設として、地域包括ケア及び在宅医療の推進に努めてき

たところです。

安心安全な医療の提供を目指し、働き方改革への対応や医師の就労環境の改善な

ど多くの課題を解決するため、医療提供体制を変更して新しい形で令和２年４月か

らスタートしたところです。

また、９月からは北郷・南郷の両診療所で新たに眼科診療ができるようにいたし

ました。併せて南郷地区住民からの救急に対する要望に対応すべく、その体制強化

も行いました。

新たな町の医療提供体制を確かなものにするため、さらなる医師確保を進めると

ともに、宮崎大学医学部との連携を密にし研修学生の受け入れ強化などに努めます。

また、町内の３つの医療施設を統括する「地域包括医療局」を軸として、福祉を

含めた医療と介護の連携体制の強化を図りつつ、町として安定した継続できる医療
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提供体制の充実を進めてまいります。

１２．防災対策の充実

本町は、地理的・自然的条件により台風や梅雨時期等の集中豪雨などによる風水

害や土砂災害が発生しやすい状況にあります。このことから美郷町地域防災計画を

はじめとする本町が有する様々な分野の計画の指針となる「美郷町国土強靱化地域

計画」を策定しております。

この計画は、本町の地勢・環境・規模等に即したものとし、災害から町民の命と

財産を守り、迅速に復旧・復興が可能となるよう「強さ」と「しなやかさ」を持っ

た美郷町を目指すものです。国、県、町、町民全員が参加する自主防災組織及び事

業者が連携し、防災・減災、国土強靱化の取組の加速化を図ってまいります。

１３．消防・救急体制の充実

非常備消防自治体の本町では、消防団が唯一の消防機関であり地域防災の要でも

あります。町としましても、「地域密着性」、「要員動員力」、「即時対応力」の特性を

生かしながら、消防施設の充実や団員の確保、活動環境の整備など消防力の向上に

取り組みます。

救急業務につきましては、搬送に関する業務の一部を民間に委託することに加え、

救急救命士が同乗する救急搬送体制にしております。救急救命士による救急救命の

専門業務が担保されたことにより、現場から病院へ搬送するまでに、傷病者の状態

や状況を病院側へ的確に伝えることが可能となり、病院側も受け入れ態勢の充実が

図られております。

本年度も引き続き、町内全域に救急救命士の手が届く体制を構築し、住民が安全

で安心できるサービスの充実を図ります。

また、３台配備している高規格救急車で広域的な救急救命業務を行いながら、ド

クターカー・ドクターヘリ・防災ヘリとの連携の強化、施設の整備や従事者への教

育講習等を実施し、業務の充実に努めてまいります。

１４．治山・砂防・河川対策の充実

治山・砂防対策につきましては、自然災害から町民の生命・財産を守るため、国、

県の対策事業を積極的に導入し計画的な対策を講じてまいります。

河川対策につきましては、洪水災害の原因となる河川の堆積土砂の撤去について

県へ要望を行うとともに、土砂処分場の確保に努めてまいります。

１５．防犯対策の充実

防犯対策につきましては、町民の防犯意識の高揚を図るとともに、防犯灯の整備

のため、水銀灯機器や蛍光灯機器故障時におけるＬＥＤ化の推進を図るなど犯罪の

未然防止に努めてまいります。

１６．交通安全対策の充実

交通安全対策につきましては、警察や交通安全協会、交通指導員会等の関係機関

団体と連携を図りながら、町民一人一人に交通安全思想の普及を図るとともに、特

に高齢者ドライバーの交通安全の意識向上と高齢者の交通事故防止を図るため「み

さと安全運転」の推進、交通安全教育を実施します。

また、交通安全施設や通学路の点検・改善も行ってまいります。

１７．教育の振興

本町の教育全般の振興を図るため、教育基本法の理念及び宮崎県教育基本方針を

踏まえ、人権尊重の精神を基本とし、一人一人が豊かな人間性を培い、変動する社

会に創意工夫と生きがいをもって対応できるよう、「たくましい体」「豊かな心」「す

ぐれた知性」を備え、郷土並びに国家の有為な形成者として、心身ともに調和のと
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れた人間形成を目指して、教育の振興を図ります。

生涯学習の推進につきましては、真に町民が期待する各種学級、講座、教室等の

効果的な運営、図書館をはじめとする生涯学習施設の役割と利用の充実、スポーツ・

レクリエーションを気軽に親しめる環境づくりに努めます。

学校教育の充実につきましては、本町の教育資源を生かし「ふるさとを愛する心

と豊かな国際感覚を育み、確かな学力を身につけ、自分に自信と誇りがもてる心豊

かな人材を育成する」ことを目標とした「美郷ならではの教育」の推進を目指し、

就学前教育の充実を図り、義務教育への指導の流れを一貫したものとし、小学校以

降の生活や学習がスムーズになるよう努めます。

特に、義務教育期の教育につきましては、児童生徒一人一人の個性や能力を最大

限に伸ばし、「知・徳・体」の調和のとれた健やかな児童生徒の育成を目指し、施設

一体型一貫教育のさらなる推進と教育用タブレットなど、ＩＣＴ機器を段階的に充

実させ、より一層の学力向上と授業改善及び各個人に応じた特別支援教育の推進、

児童生徒一人一人を大切にする生徒指導の充実、町独自の研修会等による教職員の

指導力・資質向上に努めてまいります。

社会教育の推進につきましては、町民が生きがいを持って過ごせる学習社会を構

築し、青少年から高齢者まで一人一人が社会貢献できる教育の場を町立図書館を中

心に積極的に提供し推進を図ります。

特に、青少年交流事業や子供の体験活動推進事業を継続的にまた積極的に推進す

るなど、健全な青少年教育をはじめとして成人や女性、高齢者教育の充実を図ると

ともに、各種ボランティア活動に取り組む意識の高揚や活動の促進に努めます。

また、人権教育の充実や国際理解推進のための研修、情報教育の強化を図ります。

さらに、家庭教育の推進につきましては、「生きる力」「心の教育」の基盤を確立

するため、全ての教育の出発点であるとの認識を深めるとともに、家庭が本来果た

すべき役割を見据え、家庭の教育力向上に努めてまいります。

１８．地域コミュニティ対策

地域住民の活動や交流の場となる施設の有効利用や整備充実を図ることで社会教

育関係団体等が活発な活動を行うことができ、地域活力の推進につながります。地

域コミュニティの活性化を図るため、その核となる自治公民館の活動に対する支援

体制の強化と、さらに、学校を核とした地域づくりを目指し、地域人材の幅広い参

画を得て、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う「コミュニテ

ィスクール事業」「地域学校協働活動」を推進してまいります。

１９．伝統文化の継承と活用

美郷町の各地には古くから地域に根差した民俗文化があり、地域住民の手によっ

て大切に伝承されています。これらの民俗文化は、地域文化の振興を図る上で貴重

な資源でありますので、伝統芸能等の保存、継承、活用を図るために後継者や指導

者の養成を積極的に支援します。

また、伝統芸能等の発表の場としてのイベントを開催し、地域文化の発信と伝統

文化にふれる機会を充実させることに努めてまいります。

２０．国内外交流の推進

沖縄県豊見城市と行っている姉妹都市交流は、子ども会育成会等を介しての人事

交流と産業・経済・行政の多様な交流により友好の絆は確実に、より固く結ばれて

きております。今後は、行政間相互の人事交流を含め、あらゆる世代で積極的に交

流を図ってまいります。

韓国扶餘邑（プヨユウ）との国際交流事業につきましては、昨年度は新型コロナ
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ウイルスの世界的な流行により、計画しておりました各種交流事業は中止せざるを

得ませんでした。今年度も状況を見ながらになるとは思われますが、町民レベルで

の姉妹都市交流事業や、韓国からの国際交流員を活用したハングル講座や幼小中学

生への国際理解教育、異文化紹介などの事業を継続してまいります。

また、「百済王族にまつわる伝説等を生かした取組に関する協定」を生かした地域

活性化や伝統文化・文化財の継承、ＰＲ事業などに取り組み、関係市町と歴史文化

や観光などについて、多方面で協力をして活動を行ってまいります。

小中学校の交流事業では、姉妹校である韓国林川（イムチョン）中学校との交流

事業をはじめ、国内外にある友好都市との親善交流を充実し、国際感覚を身につけ

た青少年の育成に努めてまいります。

２１．住民参加の促進

①広報広聴の充実

地方分権が推進されている今日、地域の特性に応じた施策を実現する環境が整備

されてきました。地域の特性を生かした住み良い地域社会の形成には町民の声を施

策に反映させることが重要です。

しかしながら、昨年度は新型コロナウイルス感染症のため、町民の意見を直接聞

く場である町政懇談会を開催することができませんでした。公約である「町民とつ

くる対話と協働の町政」を推進していくためには、町民の町政に対する意見や提案

を広く収集することが重要だと考えておりますので、本年度は感染防止を徹底した

上で、町政懇談会を開催し、町民の声を町政に生かせるよう努めてまいります。

また、まちづくりに関心を持ってもらうため、町政に関する広報を充実させ、あ

らゆる媒体を活用し町民が様々な情報を得られるよう努めてまいります。

②町民との協働の推進

地方分権に基づく住み良い地域社会の形成には、町民と行政との良好なパートナ

ーシップが重要です。そこで、職員が地域を知り、地域との情報共有のために実施

している「まちづくり地域サポーター制度」を継続することで、地域と行政が一体

となって地域の課題に取り組む住民参画型の協働のまちづくりを推進してまいりま

す。

また、地方創生への協働での取組として昨年度から開始した「第２次美郷町総合

戦略」の基本目標を実現するために、国や県、他市町村との連携を図るとともに、

町内各種団体とも連携・強調を図り、住みやすさを追求した「住み続けたい」「住ん

でみたい」と思えるようなまちづくりを目指してまいります。

その上で、主要な柱の１つである「地域づくり」の計画実現に向けて、昨年度か

ら３か年計画で、町内２４行政区単位での定住促進検討会を実施しております。

各地区の人口推計を基に、町民自身で地域の将来像を描くとともに、課題や実情

についても検討を行うなど、地域との協働によるボトムアップ型の取組を行ってお

り、ここでの検討内容を生かした「まちづくり」を推進してまいります。

③男女共同参画社会づくりの推進

あらゆる分野の計画の策定や事業の運営等、まちづくりに積極的に町民の声を反

映させるため、各種審議会、委員会、協議会などを活用しながら、町民の参加機会

の拡大を図ります。

各種委員の登用に当たっては、新たな人材の発掘と、女性委員の登用に努め、積

極的に男女共同参画社会の形成に取り組んでまいります。

２２．行政運営の充実・強化

①効率的な行政基盤の確立
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本町では、町政施行後に美郷町行政改革大綱を策定し、限られた資源を有効に活

用することで、本町の基盤づくりに努めるとともに、厳しさを増す財政状況に対応

してきました。

引き続き、早急に対応しなければならない山積する課題に対して、安定した行政

運営ができる体制の確立を図るため、令和２年１月に策定した「第５次美郷町行政

改革大綱」に基づき、今後も、本町を取り巻く環境に対応したスピード感を持った

行政サービスの提供と、住民と行政が一体となった行政改革に取り組みます。

中でも、育児・介護休暇の取得促進等、男女ともに職員が働きやすい職場環境の

整備に努めるとともに、事務処理におけるムダの削減、事務事業の見直し、職員数

の適正管理による行政コストの縮減、将来の行政需要を精査し資産の適正管理を図

るなど、身の丈にあった行政運営に努めます。

また、平成３１年４月に行政組織の再編を行いましたが、再編後の体制について

今後も検証を行いながら、引き続き簡素で効率的な組織運営により多様化する行政

需要への迅速・適格な対応に努めてまいります。

②職員資質の向上

時代の変化を敏感に感じ、常に創意・工夫を持って組織の効率化と業務の品質向

上を目指すとともに、町民の声に謙虚に耳を傾け、町民から協働のパートナーとし

て信頼を得られる職員の育成に努めます。

その一環として、平成３１年度から地域と行政が一体となって地域の課題に取り

組む「協働のまちづくり」を推進することを目的に「まちづくり地域サポーター制

度」をスタートさせました。昨年度は新型コロナウイルス感染症のため、地域に出

向くことはできませんでしたが、職員が地域を知り、地域と行政をつなぐパイプ役

となるものとし、継続して取り組みます。

そして、人事管理や職場環境、組織育成、職員研修の一層の充実を図るための組

織づくりを一体的に推進します。

また、本町に適した職員数で新たな行政課題や多様なニーズに的確に対応するた

め、各種研修を積極的に推進するとともに、県や民間企業への派遣研修を行い、様々

な専門的な技術や知識の習得及び人脈づくりを通じて、職員の資質向上を図ります。

さらに、利用者の立場に立った窓口手続の簡素・効率化や窓口サービスの充実に

努めてまいります。

２３．財政運営の充実・強化、地籍調査事業

①財政運営の充実・強化

健全な財政運営と財政基盤の強化につきましては、最大の課題と位置づけ、今ま

で以上に自主財源の確保と節減合理化を進めてまいります。

そのため、住民税や固定資産税をはじめとする町税の適正で公平な課税と徴収に

努め、自主財源の確保を行い、地方交付税など国の動向に左右されるものは、その

動きを常に注視し、適正に本町の財源へ反映できるよう努力するとともに、事務事

業を単に前例踏襲するのではなく、より効果的・効率的なものとなるよう検証・見

直しを行ってまいります。

②ふるさと応援寄附金

本町のふるさと応援寄附金につきましては、毎年、寄附金が増加しています。今

後も返戻品を充実させるとともに、寄附者への感謝の気持ちを伝えるため、寄附金

の使い道を公表し、貴重な自主財源確保に努めてまいります。

また、ふるさと納税の事務を一部町外業者に委託していますが、その内製化を図

ってまいります。
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③地籍調査事業

地籍調査事業につきましては、令和２年度に一筆地調査を実施しました南郷の中

渡川２区域３．６８平方キロメートルの地籍測量、地積測定、認証請求業務を行う

とともに、令和２年度の繰越事業において、南郷の山三ヶ２区域１３．３２平方キ

ロメートルの一筆地調査と地籍測量業務、中渡川１区域１．３７平方キロメートル

の地積測定、認証請求業務を実施することとしています。

令和３年度末には、一筆地調査終了時点での累積面積が１７５．５４平方キロメ

ートル、進捗率１００％になる予定でありますが、測量及び認証請求業務が残りま

す。今後とも早期完了を目指して計画的に事業を推進してまいります。

西郷の登記未了地区６．４５平方キロメートル、２，０８７筆については、令和

２年度に峰・千本地区の三角点測量及び峰地区の一筆地調査業務を実施しました。

令和３年度は千本地区の６．０７平方キロメートルの一筆地調査業務を行うととも

に、峰・千本地区の地籍測量業務を実施することとしています。

結びに、新年度の予算につきましては、普通交付税が合併算定替えの終了に伴い

一本算定となる影響や、昨年３月に作成しました「第２期まち・ひと・しごと創生

総合戦略」が２年目を迎えることなどを踏まえつつ、多様化する町民ニーズを的確

に捉え、良質なまちづくりと地域経済の活性化につながる事業にも意を払い、限ら

れた財源を効率的・効果的に配分するとともに、合理的かつ効果的な事務執行によ

り歳出削減を行うなど、町の活性化と財政健全化の両立を念頭に予算編成を行いま

した。

結果、一般会計予算で総額が７９億３４４万３，０００円となり、令和２年度と

の比較では、３億３，８５２万６，０００円、４．１％の減額となりました。

まず、歳出での主な計上額につきましては、総務費が１３億５，７５９万７，０

００円、民生費が８億９，２１４万３，０００円、農林水産業費が１０億８，８７

８万５，０００円、土木費が６億１，６１５万４，０００円、教育費が４億１，４

７３万６，０００円、公債費が１０億８，２５６万９，０００円、諸支出金に１２

億８５１万４，０００円を計上いたしました。

歳入では、地方交付税が３４億５，７１６万８，０００円で全体の４３．７％、

町税が７億２，６８０万４，０００円、国県支出金が合わせて１１億１，９５４万

４，０００円となり、基金繰入金としましては、３つの特定目的基金から６，４９

７万３，０００円、財政調整基金から８億８，９４６万５，０００円、合わせて９

億５，４４３万８，０００円の繰入れとしました。

町債は、総額で５億８，１８０万円とし、主なものとしましては過疎対策事業債

３億２，４４０万円、辺地対策事業債４，６４０万円を計上いたしました。

次に、特別会計では、国民健康保険事業特別会９億７，４５９万１，０００円、

介護保険事業特別会計が１０億２，５５９万５，０００円、後期高齢者医療特別会

計が２億２，３２２万２，０００円、簡易水道事業特別会計が１億５，６６８万７，

０００円、農業集落排水事業特別会計が９，７８９万円、さらに国民健康保険診療

所事業特別会計が１億８，３７１万円となりました。また、国民健康保険病院事業

会計の収益的収支と資本的収支は、７億７，０１７万７，０００円を予定しており、

医業収益は４億４，３５５万１，０００円を見込んでいます。

このことから、６つの特別会計の予算額が合わせて２６億６，１６９万５，００

０円、病院事業会計の予算額が７億７，０１７万７，０００円となり、一般会計と

合わせた令和３年度の美郷町予算総額は、１１３億３，５３１万５，０００円とな

りました。



46

以上、令和３年度の施政方針と予算規模について述べましたが、「豊かで活力ある

安全・安心な郷づくり」の実現を目指して、全力を尽くしてまいりたいと思います。

町民の皆様と議員各位のなお一層の御支援と御協力をお願い申し上げます

以上であります。

【議長 那須 富重】

町長の提案理由の説明が終わりました。

この件につきましては、第６日目の３月９日に町長に対する総括質疑を行います。

【議長 那須 富重】

以上で、本日の日程は、全部終了しました。

明日３月５日は、定刻午前１０時に本会議を開きます。時間をお間違えのないよ

うにお願いいたします。

本日は、これで散会いたします。

【事務局長 小田 広美】

「一同・起立・礼」・・・お疲れさまでした・・・。

（散会：午後１２時３８分）


